
製品分野
一般
製品名

企業名
該当製品
の型番

製造・輸
入開始年

製造・輸
入終了年

製造・輸入
の別

製造・輸
入　数量
（累計）

（輸入の
場合）
輸入相手
国

製造・輸
入事業者
による販
売開始年

製造・輸
入事業者
による販
売終了年

現在の販売状況
（8/31時点で販売を
終了していない場
合のみ）

販売台数
（累計）

通常の使
用状態に
おいて外
気に触れ
る部分

通常の使
用状態に
おいて外
気に触れ
ない部分

不明

他の素材
と混ぜて
固めた状
態

他の素材
と混合した
だけの状
態

その他

「その他」
の場合具
体的な内
容

通常使用
時におけ
る環境へ
の放出の
可能性

「有」の場
合、詳細
内容

通常使用
時以外に
おける環
境への放
出の可能
性

「有」の場合、詳
細内容

廃棄時に
おける環
境への放
出の可能
性

「有」の場合、詳細内容

当該含有石
綿に起因した
人体被害が
あったとする
クレームの有

無

「有」の場
合、詳細
内容

経済産業省
の

担当課

1
床材・壁
紙、建材
等

けい酸カ
ルシウム
板

ニチアス
㈱

ｱｽﾍﾞｽﾄ
ﾗｯｸｽ等
（台所で
火を使用
する部分
の周辺）

白石綿
茶石綿

1960 1992 製造
不明 - 不明 不明 不明 不明

○
台所で火
を使用す
る部分の
周辺

○

1989年から業
界の自主的な
表示「ａ」を表示
している

5～20
無 有 切断等の加工時 有

解体方法により飛散可
能性あり

無
製造産業局

住宅産業窯業建材課

2
床材・壁
紙、建材
等

けい酸カ
ルシウム
板

山王セラ
ミックス㈱

ハイベス
ト

（台所で
火を使用
する部分
の周辺）

白石綿 1989 2000 製造 180,783t - 1989 2000 180,783t 30

○
台所で火
を使用す
る部分の
周辺

○

1989年から業
界の自主的な
表示「ａ」を表示
している

5 無 有 切断等の加工時 有
建機による解体時に作
業員作業環境に可能性

あり
無

製造産業局
住宅産業窯業建材課

3
床材・壁
紙、建材
等

けい酸カ
ルシウム
板

中越テッ
ク㈱

ケイカル
板

（台所で
火を使用
する部分
の周辺）

茶石綿 1989 1993 製造 32,000t - 1989 1993 32,000t 10

○
台所で火
を使用す
る部分の
周辺

○

1989年から業
界の自主的な
表示「ａ」を表示
している

3～7 無 有 切断等の加工時 有
廃棄後粉砕処理した際
に環境へ放出される可

能性あり
無

製造産業局
住宅産業窯業建材課

4
床材・壁
紙、建材
等

けい酸カ
ルシウム
板

三菱マテ
リアル建
材㈱

「ヒシラッ
ク#70」
（台所で
火を使用
する部分
の周辺）

白石綿
茶石綿

1972 1992.11 製造

392,000ｔ
総て記録
のある
S1972年
～1997年
までの合
計

-

392,000ｔ
総て記録
のある
S1972年
～1997年
までの合
計

50

○
台所で火
を使用す
る部分の
周辺

○

1989年から業
界の自主的な
表示「ａ」を表示
している

8～14 無 有 切断等の加工時 有
廃棄後粉砕処理した際
に環境へ放出される可

能性あり
無

製造産業局
住宅産業窯業建材課

5
床材・壁
紙、建材
等

けい酸カ
ルシウム
板

三菱マテ
リアル建
材㈱

「ヒシラッ
ク#70」
（台所で
火を使用
する部分
の周辺）

白石綿 1972 1992.11 製造

392,000ｔ
総て記録
のある
S1972年
～1997年
までの合
計

-

392,000ｔ
総て記録
のある
S1972年
～1997年
までの合
計

50

○
台所で火
を使用す
る部分の
周辺

○

1989年から業
界の自主的な
表示「ａ」を表示
している

10～15 無 有 切断等の加工時 有
廃棄後粉砕処理した際
に環境へ放出される可

能性あり
無

製造産業局
住宅産業窯業建材課

6
床材・壁
紙、建材
等

けい酸カ
ルシウム
板

三菱マテ
リアル建
材㈱ 「ヒシラッ

ク#100」
（台所で
火を使用
する部分
の周辺）

白石綿 1972 1997.12 製造

392,000ｔ
総て記録
のある
S1972年
～1997年
までの合
計

-

392,000ｔ
総て記録
のある
S1972年
～1997年
までの合
計

50

○
台所で火
を使用す
る部分の
周辺

○

1989年から業
界の自主的な
表示「ａ」を表示
している

10～15 無 有 切断等の加工時 有
廃棄後粉砕処理した際
に環境へ放出される可

能性あり
無

製造産業局
住宅産業窯業建材課

7
床材・壁
紙、建材
等

けい酸カ
ルシウム
板

三菱マテ
リアル建
材㈱

「ヒシライ
ト」

（台所で
火を使用
する部分
の周辺）

白石綿
茶石綿

1977 1993.02 製造

392,000ｔ
総て記録
のある
S1972年
～1997年
までの合
計

-

392,000ｔ
総て記録
のある
S1972年
～1997年
までの合
計

50

○
台所で火
を使用す
る部分の
周辺

○

1989年から業
界の自主的な
表示「ａ」を表示
している

8～14 無 有 切断等の加工時 有
廃棄後粉砕処理した際
に環境へ放出される可

能性あり
無

製造産業局
住宅産業窯業建材課

8
床材・壁
紙、建材
等

けい酸カ
ルシウム
板

三菱マテ
リアル建
材㈱ 「ヒシライ

ト」
（台所で
火を使用
する部分
の周辺）

白石綿 1977 1997.11 製造

392,000ｔ
総て記録
のある
S1972年
～1997年
までの合
計

-

392,000ｔ
総て記録
のある
S1972年
～1997年
までの合
計

50

○
台所で火
を使用す
る部分の
周辺

○

1989年から業
界の自主的な
表示「ａ」を表示
している

5～10 無 有 切断等の加工時 有
廃棄後粉砕処理した際
に環境へ放出される可

能性あり
無

製造産業局
住宅産業窯業建材課

9
床材・壁
紙、建材
等

けい酸カ
ルシウム
板

三菱マテ
リアル建
材㈱

「ファステ
ン」

（台所で
火を使用
する部分
の周辺）

白石綿 1986 1997.1 製造

392,000ｔ
総て記録
のある
S1972年
～1997年
までの合
計

-

392,000ｔ
総て記録
のある
S1972年
～1997年
までの合
計

50

○
台所で火
を使用す
る部分の
周辺

○

1989年から業
界の自主的な
表示「ａ」を表示
している

1５～25 無 有 切断等の加工時 有
廃棄後粉砕処理した際
に環境へ放出される可

能性あり
無

製造産業局
住宅産業窯業建材課

10
床材・壁
紙、建材
等

けい酸カ
ルシウム
板

㈱エーア
ンドエー
マテリア
ル

アスベス
トン

ハイラック
（台所で
火を使用
する部分
の周辺）

白石綿
茶石綿

1954

1992
（特注品
は2002ま
で）

製造
1,031,290
t

- 1954

1992
（特注品
は2002ま
で）

1,031,290
t

○
台所で火
を使用す
る部分の
周辺

○

1989年から業
界の自主的な
表示「ａ」を表示
している

3～20 無 有 切断等の加工時 有
廃棄後粉砕処理した際
に環境へ放出される可

能性あり
無

製造産業局
住宅産業窯業建材課

11
床材・壁
紙、建材
等

けい酸カ
ルシウム
板

㈱ノザワ

ケイカレッ
クス
（台所で
火を使用
する部分
の周辺）

白石綿 1985 1992 製造 23，000ｔ - 1985 1992 23，000ｔ 約35

○
台所で火
を使用す
る部分の
周辺

○

1989年から業
界の自主的な
表示「ａ」を表示
している

10 無 有 切断等の加工時 有
廃棄後粉砕処理した際
に環境へ放出される可

能性あり
無

製造産業局
住宅産業窯業建材課

・新たに追加されたものについては、青色に着色しています。
・変更部分は黄色に着色しています。

業界団体又は企業の
お問い合わせ窓口

技術本部環境管理室
03-3433-7248

石綿含有
質量（％）

石綿の環境への放出可能性 クレーム お問い合せ販売

当該家庭
用品の想
定使用年
数

当該製品
における
代替可能
性

（現在も製
造・輸入を
行っている
場合のみ）

営業部
03-3762-3611

住宅建材部
０７８－３３３－４１７２

石綿対策室
045-503-5841

建材事業部生産技術
部

03-5365-2335

建材事業部生産技術
部

03-5365-2335

建材事業部生産技術
部

03-5365-2335

建材事業部生産技術
部

03-5365-2335

建材事業部生産技術
部

03-5365-2335

建材事業部生産技術
部

03-5365-2335

品質管理推進室
0246-58-4651

石綿を含有して
いる旨の表示
の有無

家庭用品中の使用箇所
（部位）

石綿の使用形態

通し番号

製品・企業名

石綿
の
種類

製造・輸入



製品分野
一般
製品名

企業名
該当製品
の型番

製造・輸
入開始年

製造・輸
入終了年

製造・輸入
の別

製造・輸
入　数量
（累計）

（輸入の
場合）
輸入相手
国

製造・輸
入事業者
による販
売開始年

製造・輸
入事業者
による販
売終了年

現在の販売状況
（8/31時点で販売を
終了していない場
合のみ）

販売台数
（累計）

通常の使
用状態に
おいて外
気に触れ
る部分

通常の使
用状態に
おいて外
気に触れ
ない部分

不明

他の素材
と混ぜて
固めた状
態

他の素材
と混合した
だけの状
態

その他

「その他」
の場合具
体的な内
容

通常使用
時におけ
る環境へ
の放出の
可能性

「有」の場
合、詳細
内容

通常使用
時以外に
おける環
境への放
出の可能
性

「有」の場合、詳
細内容

廃棄時に
おける環
境への放
出の可能
性

「有」の場合、詳細内容

当該含有石
綿に起因した
人体被害が
あったとする
クレームの有

無

「有」の場
合、詳細
内容

経済産業省
の

担当課

業界団体又は企業の
お問い合わせ窓口

石綿含有
質量（％）

石綿の環境への放出可能性 クレーム お問い合せ販売

当該家庭
用品の想
定使用年
数

当該製品
における
代替可能
性

（現在も製
造・輸入を
行っている
場合のみ）

石綿を含有して
いる旨の表示
の有無

家庭用品中の使用箇所
（部位）

石綿の使用形態

通し番号

製品・企業名

石綿
の
種類

製造・輸入

12
床材・壁
紙、建材
等

ビニル系
床材

アキレス
㈱

1.8mmＣＦ
ｼｰﾄ「ＨＣ
フロア」
（床）

白石綿 1973 1984 製造 不明 - 1973 不明 不明 10
○
床

○ 無 約２３％ 無 有 剥離時 有
廃棄後粉砕処理した際
に環境へ放出される可

能性あり
無

製造産業局
住宅産業窯業建材課

13
床材・壁
紙、建材
等

ビニル系
床材

フクビ化
学工業㈱

ｸｯｼｮﾝﾌﾛ
ｱ
（床）

白石綿 1974 1987 製造
14,526千
㎡

- 1974 1987
14,526千
㎡

15
○
床

○ 無 25 無 有 剥離時 有
廃棄後粉砕処理した際
に環境へ放出される可

能性あり
無

製造産業局
住宅産業窯業建材課

14
床材・壁
紙、建材
等

ビニル床
タイル（通
称Ｐタイ
ル）

信越ポリ
マー㈱

「ポリマー
ブル」エン
ボスシ
リーズ

白石綿 1961 1986 製造

同社の４
製品合計
で、６４０
百万枚

1961 1986

同社の４
製品合計
で、６４０
百万枚

10年程度 ○ ○ 有 4～11% 無 有

破砕、粉砕などに
より樹脂による固
着が解砕され、粉
末状になって飛
散した場合。

有

破砕、粉砕などの処理を
行った場合は飛散可能
性有り。但し、手作業(へ
らなど使用）で剥がし、ビ
ニル袋などに密封した状
態で産業廃棄物として安
定型最終処分場での廃
棄物処理を行う場合は
飛散は無い。

無

商務情報政策局
情報通信機器課
製造産業局

住宅産業窯業建材課

床材・壁
紙、建材
等

ビニル床
タイル（通
称Ｐタイ
ル）

信越ポリ
マー㈱

「ポリマー
ブル」シ
リーズ

白石綿 1961 1986 製造

同社の４
製品合計
で、６４０
百万枚

1961 1986

同社の４
製品合計
で、６４０
百万枚

10年程度 ○ ○ 有 4～11% 無 有

破砕、粉砕などに
より樹脂による固
着が解砕され、粉
末状になって飛
散した場合。

有

破砕、粉砕などの処理を
行った場合は飛散可能
性有り。但し、手作業(へ
らなど使用）で剥がし、ビ
ニル袋などに密封した状
態で産業廃棄物として安
定型最終処分場での廃
棄物処理を行う場合は
飛散は無い。

無

商務情報政策局
情報通信機器課
製造産業局

住宅産業窯業建材課

床材・壁
紙、建材
等

ビニル床
タイル（通
称Ｐタイ
ル）

信越ポリ
マー㈱

SRハイソ
フト

白石綿 1961 1986 製造

同社の４
製品合計
で、６４０
百万枚

1961 1986

同社の４
製品合計
で、６４０
百万枚

10年程度 ○ ○ 有 4～11% 無 有

破砕、粉砕などに
より樹脂による固
着が解砕され、粉
末状になって飛
散した場合。

有

破砕、粉砕などの処理を
行った場合は飛散可能
性有り。但し、手作業(へ
らなど使用）で剥がし、ビ
ニル袋などに密封した状
態で産業廃棄物として安
定型最終処分場での廃
棄物処理を行う場合は
飛散は無い。

無

商務情報政策局
情報通信機器課
製造産業局

住宅産業窯業建材課

床材・壁
紙、建材
等

ビニル床
タイル（通
称Ｐタイ
ル）

信越ポリ
マー㈱

スプラッ
ター

白石綿 1961 1986 製造

同社の４
製品合計
で、６４０
百万枚

1961 1986

同社の４
製品合計
で、６４０
百万枚

10年程度 ○ ○ 有 4～11% 無 有

破砕、粉砕などに
より樹脂による固
着が解砕され、粉
末状になって飛
散した場合。

有

破砕、粉砕などの処理を
行った場合は飛散可能
性有り。但し、手作業(へ
らなど使用）で剥がし、ビ
ニル袋などに密封した状
態で産業廃棄物として安
定型最終処分場での廃
棄物処理を行う場合は
飛散は無い。

無

商務情報政策局
情報通信機器課
製造産業局

住宅産業窯業建材課

15
床材・壁
紙、建材
等

太陽光発
電システ
ム（工事
用部材/
スレート
材）

三菱電機
（株）

PV-
TS008

白石綿 1999 2003 製造 約1.6万台 1999 2003頃 約1.6万台 30 ○ ○ 無 10～15% 無 無 無 無
商務情報政策局
情報通信機器課

三菱電機㈱
代表番号

03-3218-2111
http://www.mitsubishie
lectric.co.jp/asbestos/

総務グループ
03-3279-1712

総務グループ
03-3279-1712

人事総務部
03-3255-2137

総務グループ
03-3279-1712

総務グループ
03-3279-1712

品質管理部
0776-38-8007


